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モーダルシフトの言式みのなかで

形態的に主力はフェリーであっても

クルーズ船としての機能もまた

除外することはできない

アイデンティティの時代の船に対する

具体化されたコンセプトが

ここにある



迎える一人と人との出会いにとって最も転鮮 なその一瞬を

私たちは決 して疎かにはしません

人は、船という小さな空間でしばし時間を共有 します
わずかな時間の航海であってもそこでは「たゆとう時剛 を感 じてはしい

そのために、ようこそと伝える気持ちを/p7よ りも大切に考えたいと思います

我社の船は、それに乗ることを旅の目
`ク

とするクルーズ場合では

ありません。でも目的′ま違っても私たちは人が船で lk■ をすることを

識っています。ホテルのような儀イιはありません。ただ、日常とは違 う
ひとときを週ごしていただきたい。そのために私たちは

ほんの少 しだけドレスアップされた現実をお届けするでしょう

誰もが気軽に愉 じめる旅であって・
7Jし い

だから私たちはアメニティを過剰に演 じるための設備を持ちません

ゆったりとした時間を週ごしていただけるよう、静かな空間の演出に
′」、をくだきます。私たちは道具まかせのサービスより

〈動 〈足とよく気がつく手―そんな、人のまごころを選びたいと思います
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船体を網羅するF大なシステム。それをフル活用 してlo(χOのF体を

膚在に操る。それは、海のプロフェッショナルとして

あたりまえのことかも知れませんのただ私たちのフイールドである雨「i内海は

航行船舶の多い海域。先端機器に舎るのではなく

え点は人の服で確かめる一それ力沼 たち海人のつとめだと考えます

クルーズfri、 それは私たちにとつて捨てきれない夢です

だからクルーズ胎を持たなくなった現在も、形を変えて

つまり
'毬

遊や船上パーテイーなどのミニクルーズを演出する場所と

船を貸しだす業務を積極的に展開 しています

船のもうひとつの顔「遊ひJを何とか活かしたいと思うのです

して

チケット予約を入れる真剣な服差 し。でもこの端末機は

広範なネットワークの一部でしかあ りません

すでに私たちは、大手旅行rt理店とオンライン化されたサービスシステムを

構築しています。それによつて、全国どこからでもオーバーブッキングの心配な

チケット予約及晰 認をとること力ゞ●J能になっています

l
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るものそれは次代への希望
てきた現実をすこし醒めた眼で見ると、均質化された時代の終焉が見えてくる

までは言わぬまでも、あまりに急ぎすぎる現実を前に、船はあまりに象徴的だ

「船」―この、海からきたるものに次代への希望を込めて

1973年のオイルショック以降、日本

の舟翻自業界は長い変遷の歴史を刻んで

きた。かつて瀬戸内の華であった旅客

船もその大半が姿を変え、フェリーと

して貨客両方の交通を担うようになっ

た。そして1992年、関西汽船は新しい

コンセプトに基づく新鋭船を定期航路

に就航させた。旅客船本来の設備・機

能を備えたフェリーである。これに

よって、定期航路としてのフェリー、

仮泊時間帯を利用しての短距離クルー

ズという2主要業務への移行が完了し

た。

ライフスタイルの多様化そしてそれ

の個人レベルでの定着が進み、人がそ

れぞれ自分の時間のなかで生きていこ

うとしている今日、船もまたそれ本来

の時間を取り戻しつつあると言ってよ

いだろう。時間は再びゆっくりと流れ

始めたのだ。クルーズの目的は主に周

遊及びパーティーであり、イヴェント

スペースとしての利用という形をと

る。利用する人々は非日常的空間を愉

しむのであって、移動が目的なのでは

ない。ここに、クルーズ船の成立する

基盤がある。関西汽船は、そういう状

況認識のもと、かつて瀬戸内航路で

培った旅客船に関する豊富なノウハウ

を活かした貸切船業務を積極的に推進

している。
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ブリッジを波る車に

乗り込んでしまえば

何ができるわけでもない、ただ

「いつものことJが絆となり

そして、人から人ヘ

信頼そのものが

伝承されてゆく
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海′各―フェリーはまるでどこまでも延びる海の道です

埠頭で待つ白い船体が里々としたグートを開け、その巨大な舟合:夏にトラックをのみ込んでゆ〈
そこはまさにモーダルシフトの最前衛

そして夜の海へとすべ り出して行〈船が、私たちの提案する物流のカタチです

ドラ

トラック1"台を収容する広大な車両甲板でデイーゼルエンジンカ,静かに意づく
陸路の殺伐とした喧騒からはほと遊 い世界がここにはあります

′パーはその間、ひとときのクルーズを愉 しみあるいは充分な体息を得ることでしま

そのための専用スペースを私たちは用意 しています

つ

夜をくぐり抜けると、そこは目的地

静かだったエンジンカヽ息を吹きかえし、車両甲板は轟音に充たされます
つぎつぎとブリッジを渡って行〈トラック、朝のしじまに走 り去っていくトラックを見送るとき

私たちは、自分たちが推じ進めている
・
40流のカタチに大きな自信を感 じます
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乗島合1尺況はブッキングリス トを見ればわかります。でもリス トにはないものがある一

営業行為は、いってみれ′∫信用を売るということです。船舶設備など

ハード面で大きな企業間格差がない以 11、 結局は「人Jと いうソフトの勝負になるのです

級密なコミュニケーション、私たち力
'決

して欠かさないもののひとつです

夕刻のかもめ埠及 積載台数、車両酬 、乗降手順そして依頼事項

積み込み直前まで綿密:なチ」
‐
今わせ力協κ

ラックの乗船確認をすることは、私たち営業マンにとって重要な仕事です

そのくり返 しがやがて信頼となって返ってくるのです。

輝頭に並ぶ トラックの一日。それは信頼の証であり、その光景には

私たちの E7マ ンが集約されていると言っていいかも知れない

でもその前には、踏みじめるような努力があったことを私たちは,まれません

その気持ち力ち る限 り明日もまた同じ光景を見ることができる、私たちはそう考えます
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いつの日か、埠頭を埋め尽くすトラックの群をみるために

ト

わ尽くすトラッ効夢を見る

高速道路の総延長が5,00鉱m★ を超

え、さらに整備・計画が進む今日、

トラックを中心とした物流形態が他

のものに変わることはありえない。

むしろ道路ネットワークを中心とし

た広域物流網の整備が今後ますます

推進 されることだろう。それは ト

ラックの持つ機動性を活かすための

システムであり、具体的には船舶・

鉄道等他の交通機関との連携あるい

は物流基地に対する埠頭のサブシス

テムとしての運用等だろう。

そういった広範な物流ネットワー

ク構築のなかで、フェリーはその大

容量と時間面での確実性 とによっ

て、重要なポジションを得ることに

なると思われる。関西汽船はそのよ

うな状況下、フェリー部門強化のた

め、 トラックをはじめとする車両全

般の輸送能力を増強した「さんふら

わあ こがね」「さんふらわあ にし

き」の劾合を相次いで主力航路に就航

させ、阪神～九州間の需要に応えよ

うとしている。 ドライバーズルーム

等 トラックドライバーのための専用

設備とスペースとを持ち、また車両

輸送用に設計された船体を持つそれ

は、フェリー部門の最前衛としての

活躍が期待されている。
*数字は日本道路公国の管理延長。

ノθ
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額 さんふらわあ こがね

目 さんふらわあ にしき
・阪神― 松山・別府航路

:じ しヽ弊1譜 :葉用予ξ空紹もあ名

目 さんふらわあ

目 さんふらわあ2
・阪神― 男り府航路

:営汎」丞
0蹂

巣嘱酢孫ξ♀名地

■ くい一んふ らわあ2
・阪神― 」ヽ豆島・高松・今治・別府航路
・総トン数 7,000ト ン ・最高速力 244ノ ット
・トラック10台 ・乗用車 73台 ・旅客 1,305名

■ くる しま 7
・阪神 -4ヽ豆島・高松・今治・別府航路
・総 トン数 5,500ト ン ・最高速力 246ノ ット
・トラック10台 ・乗用車 40台 ・旅客 1,3∞ 名

Ｊ

ヽ

盤 粂

鶏

薔 まや丸

・阪神←・ 小豆島・高松航路
・総 トン数 3,600ト ン ・最高速力 21ノ ット

・乗用車 30台 ・旅客 1,000名

■ お とわ丸

・阪神― 徳島フェリー

・総 トン数 3,000ト ン・最高速力 205ノ ット
・トラック 54台  ・乗用車 62台 ・旅客 848名

臓 六 甲丸・ 生駒丸

・神戸― 高松ジャンボフェリー

・総 トン数 3,000ト ン  ・最高速力 21ノ ッ ト
・トラック53台  ・乗用車 35台  ・旅客 450名

■ フェリーくるしま・フェリーはやとも
。松山一 月ヽ倉フェリー
・総トン数 4,200ト ン ・最高速力 216ノ ット
・トランク 73台 ・乗用車 41台 ・旅客 756名

■ フェリー くろ しお

・阪神 ― 奄美・

'中

縄航路

・総 トン数 7,100ト ン ・最高速力 244ノ ット

・トラック 104台 ・乗用車 43台 ・旅客 641名
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ロ ジェッ ト7・ ジェッ ト8
・阪神― 」ヽ豆島・高松ジェ ントライン
・総 トン数 280ト ン  ・最高速力 47ノ ッ ト
・旅客 280名

」
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甚 妙|

阪神・→別府航路ぐJ豆島・高松・今治・松山)    毎日3往復

阪神―・′N豆島・高″靭胡各 ::II::露 1::111:■ ■11      毎日1往復

阪神― 奄美・沖縄フェリー i::蒙 111:111■ 1      旬]往復

松山― ノ」ヽ倉フェリー 111111:11薔 :;:il::1111111 ‐
‐     毎日1往復

神戸― 高松ジャンボフェリー :11111111■ ■      毎日10往復

阪神― 徳島フェリー I‖ 1:|:I::::ポ :::11:|:1       毎日8往復

阪神― 高松ジェットライン 1::1111111■ |‐ ‐      毎日2往復
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会社概要 関連会社・関係会社

√'翼

社     名/関西汽船株式会社

事 業 内 容/海上運送業

本     社/大阪市北区中之島3丁 目6番32号

本 社 事 務 所/大阪市港区弁天6丁 目7番 15号

TEL 06-574-9131

設 立 年 月 日/昭和17年 5月 4日

資  本  金/69億円
(東京証券取引所、大阪証券取引所第一部)

従 業 員 数/約 1,000名

船腹及び航路の状況/社船 14隻、総 トン数83,936ト ン

事業所
本    社/大阪市北区中之島3丁 目6番32号

本 社 事 務 所/大阪市港区弁天6丁 目7番 15号

(船 客営業部/大阪市北区梅田1丁 目1番3600号 )

東 京 支 社/東京都中央区八重洲1丁 目9番9号

男」府 支 社/別府市汐見町9番 1号

高 松 支 店/高松市玉藻町10番 1号

松 山 支 店/松山市六軒家町4番50号

北 九 州 支 店/北九州市小倉北区堺町1丁 目2番 16号

名古屋営業所/名 古屋市中区錦3丁 目6番34号

神 戸 営 業 所/神戸市東灘区青木1丁 目2番 1号

徳 島 営 業 所/徳島市藍場町1丁 目5番地

熊 本 営 業 所/熊本市花畑町4番 1号

那 覇 営 業 所/那覇市港町2丁 目12番地の5

関 汽 商 事 株 式 会 社 /大阪市港区築港3丁 目9番H号
個西汽船船内売店、食堂の経営、関西汽船船客待合所における
売店の経営、陸上飲食店、不動産賃貸業)

株式会社ケイ・マリンズ/大阪市港区築港3丁 目9番 H号
(農 水産食品販売、健康食品、調味料、清涼飲料の販売)

株式会社関汽交通社 /大阪市北区中之島3丁 目6番32号

(旅行業、港湾運送業、通関業)

い関汽トラベルエージェンシー/大阪市北区梅田1丁目1番 3‐300号

(海 外 国内旅行業、国内航空会社 船会社の代理店、人災 旅行
自動車の損害保険代理店)

別府ポー トサービスい /別府市汐見l19番 l号

(関 西汽船代理店、貨物自動車運送事業並びに運送取扱業、
旅行業)

播 淡 聯 絡 汽 船 い /兵庫県津名郡淡路町岩屋925の27

(一般旅客定期航路事業)

明岩海峡 フェリーい /明石市中山れ丁目7番 1号

(船舶運航業、船舶貸渡業、海運代理業)

関 汽 運 輸 0/大 阪市城東区永田3丁 目H番27号

(一般区域貨物自動車運送事業 、大阪 神戸～高松間

大阪 神戸～

もれ

ヽ

0
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革沿

日召矛口17年 5月

昭和21年 6月

昭矛口23年 4月

日召ホロ24年 11月

昭和26年 1月

昭和29年 10月

昭和31年 6月

～33年 6月

昭和31年 11月

昭和33年 8月

昭和35年 2月

昭和38年 4月

昭和39年 3月

昭和41年 8月

昭和44年 10月

日召千口46年 3月

日召禾口46年 3月

昭和46年 7月

昭和48年 3月

昭和48年 8月

昭和48年 8月

日召禾口50年 2月

日召禾口50年 3月

昭和50年 3月

昭和51年 5月

昭和52年 3月

昭和53年 5月

昭和53年 9月

日召矛口53年 12月

日召矛口54年 6月

日召矛口55年 11月

昭和57年 3月

昭和57年 12月

昭和58年 10月

昭和59年 1月

昭和59年 12月

昭和60年 3月

昭和60年 12月

昭和60年 4月

昭和62年 4月

昭和62年 9月

平成 2年 3月

平成 2年 6月

平成 2年 11月

平成 4年 3月

平成 4年 5月

平成 4年 8月

平成 4年 12月

大阪商1,榊 、摂陽商月よ欄、土佐商船脚、阿波国

共同汽拙欄、宇和島運輸備、恰)尼崎汽船部、住

友金属鉱山欄 の7社から船舶及び現金を 出資 し

て資本金1,500万 円で設立。初代社長に中村富

強が就任。

神田外茂夫 (当時大阪商船 副社長)が第2代社

長に就任。

出資会社である阿波国共同汽船掬、宇和島運輸

m、 尼崎汽燎欄3社 出資の船舶 を返還 し、当社

に対する出資関係がなくなる。

資本金1億5千万円となる。

日本/バ ンコック定期航路 を開設。以降、沖

縄 韓国 東南アジア オース トラリア方面へ

の定期 不定期航路の拡充を図る。

平井好一専務が第3ft社長に就任。

外航船腹増強のため、外航貨物船を逐次建造。

資本金12億 円となる。

友貞甚輔専務が第4代社長に就任。

大型豪華観光船「くれない丸」並びに「むらさき

丸Jの 両船建造により、阪神/高松 拐J府航路

に昼間航行の観光便を開設。

阪神/四国 (経 由)/門司航路を開設。

阪神/別府航路に修学旅行専用船が就航。

長谷川茂専務が第5代社長に就任。

神戸/高松間に大型双胴 フェリーが就航。

阪神/別府、阪神/小豆島航路に観光フェリー

が就航。

阪神/徳島間に自動車航送航路 を開設。

阪神 /奄美 →中縄航路 に大型高速貨客船が

就航。

神戸/細島 (宮崎)間 に大型フェリーによる自

動車航送航路を開設。

藤井敬一郎専務が第6代社長に就任。

松山/小倉間に自動車航送航路 を開設。

山本秀雄副社長が第7代社長に就任。

外航貨物部門を分離、独立させ、新会社関汽外

枷開を設立。

会社名の英文の呼称をKANSAI KISEN KAISHA

に改める。

貸切専用船による販売を本格的に開始。

淵上光平 (当 時商船商事 会長)が第8代社長に

就任。

阪神/奄美 ●中縄航路に大型フェリーが就航。

神野純一 (当時来島どっく 常務)が第9代社長

に就任。

資本金46億円となる。

外洋クルーザー「さんふらわあ7Jが就航。

阪神/別府直行便 として大型 フェリー「フェ

リーこがね旭 力蹴 航。

石水次郎 (当時日本高速フェリー 社長)が第10

代社長に就任。

資本金56億円となる。

沖守弘取締役が第H代社長に就任。

阪神/別府航路 を大型フェリーに代替のため、

「 くい―んふらわあ2J並びに「 くるしま7」 の両

船が就航。

阪神/別府2便の就航船 を大型豪華 フェリー

「さんふらわあ」並びに、「さんふらわあ2」 の両

船に代替。

河野良三取締役が第12代社長に就任。

資本金69億 円となる。

阪神/高松間に超高速船 ジェッ トフォイル

就航。

松山/小倉航路に新造船「フェリー くるしま」

就航。

松山/小倉航路 に新造船「フェリーはやとも2J

就航。

有井晋(当 時間汽外航社長)が第13代社長に就任。

神戸/高松航路に新造船「六甲姐 就航

神戸/高松航路に新造船「生駒姐 就航。

是則直道 (当 時国際コンテナター ミナル社長 )

が第14代社長に就任。

会社創立50周年記念日。

阪神 /別 府航路 に新造船「 さんふ らわあ

こがねJ就航。

阪神 /別府 航路 に新 造船「 さんふ らわあ

にしきJ就航。
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